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繰絲張力に關する研究

繭絲繊度と繰絲張力との關係に就て

Investigation of the reeling tension, with special reference 

to the denier of the cocoon fibre.

林貞三

鷹野誠一

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　言

」讃麟欝謬欝雪鍵讐ll雛鍵；蟹撒肇鷹灘砦麟響
した。

而して騰加S・・i・i・の溶ll鍍以タトに騰勘大・」・Uljち主として灘の搬に關係するも

の拷へらる玉轍に・繍搬姓とし繍張旅辮劾と思はるる葎商曙形敵つ醐
究礎め・繭質鑑赴の殿峨纐ブ，慨原髄糟明確にするを得たるを以つて、雌に
報苦するi次第である。

M實験　方　法

　　　　　　　　　　　　　　　　　1・供　　試　　繭

　　供謝燃實験の種類に働次の如き・，b及び・の3群を用ぴた。

　　・・」・El灘専「”擦椥耀部産繭，支105、　i欧17♀、鎖♀及び漕光♀

　　b・剛交養灘B産繭、亥16×脚6波15×支105及び脚8・支106

　　・・同校養獄部産繭・欧18・支1・6㈲支105・鰍17（春）、支105・支15㈱波98。脚

　　　　（春）及び日110×支105（秋）、

　　　　上田市場脳i入繭　貰（春）、A．（秋白）及びB．（秋白）

　　　　ノJ・縣慧．業聯｝校産繭㌧日110×支106（秋）

　　鰯綴・繍の形状・蘭　形潮鰍鋪獅駕猷小駒各凝鰯働との關徽筋ん
とする縦轍於い磯梱難を脚る罷は欄である露薗酪娩のS，ri、i。の矧ノ韻に

す繍である・胴一鰍であつ郁その犀蠣の雌によ胴謙異るものと翫ら6sが放
te・」・記蹴に働jする棚31は1腺る丈鰍の同じきもの腿ぶ必饗がある．此の櫛ら本實

撫こ於て酪・樋敏職育せ舗胴一條件の下に㈱6・藏を行醐糀した。

　　　　　　　　　　　　2．煮繭器並繰絃張力測定機

’燃ll禰櫻の鰹38・6・n・・曜33・m・の煮　1　示1芽1・して鱒馴」のものであり、蒸汽の吹

1謄鷹部曜滅汽の嬬を川來る丈一一撫する期ll孔曜置脈その大さ雛は充ラ駐
　意してあるものであるe
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　張力測定機は1二田獄綜専門畢校同窓會編、鍛綜業研究彙集研載の物と同様にして、本斑験に

使用せる物は最近糟澤商店に於て製作せるものである。

3．煮繭方法並に張力測定方法

　煮繭方法は前記煮繭槽を2簡極く接近して設置し、一方を高温糟他方を低温槽とし、熟湯塵

理を行ふ熱湯煮繭の方法を探用した。庭理温度は高温湯2089F、低温湯122QF庭理時H｝！は高溢

湯30秒、低温湯20秒、而して煮繭時聞の計算には塵理時閥の50秒は之を加算しない・

　繰綜張力の測定は煮繭を104。Fの揚湯に移し5分聞放置して後之を繰乖糸鍋に移し・璽に5分

聞放罎したる後5粒づS測定する。而して如何なる實験に於いても張力の測定は必す4回以上

繰返して行ひその李均を求めたのである。此の場合の繰懸速度及び繰紡温度は實験に依り異る

のは勿論である。張力測定と同時に同一一の綜につき繊度を調益したのであるが、方法は繰枠に

廻韓計を取付け置き100回蝕に繰枠を停止し、100回づ』綜を匠別して切取り、之を乾燥蓼1｛量

したのである。

　　　　　　　　　　　　　II　實験結果に劉する考察

1．繭容積及び繭重と繰綜張力との關係

　繭容積及び繭重と張力との關係を知らんとし、前述の如く完全に同一荷口の繭の中から蘭赫容

積の異る（剛寺に繭重も異1る）ものを撒階級に1蔑別して探り、同一・條件の下に張力を測定した

ものである。その結果は第1表の如くである。

第　1　憂乏　　　繭容積、繭重並に繭緕糸繊7虻と繰系糸互侵ブコ

轟謹邑
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0．S4

0．80
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0．2963　　　　　0，10S9
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⑪．3153　　　　　0．1034

0．31）37　　　　　0、1085

く｝．3099　　　　　0．1ユ15

0，29‘拠　　　　　O，1051

0，2894　　　　　0，1105

0。2743　　　　　0，1236
0，2S27　　　　　　0，ユ2・15

0．3077　　　　　0．11i｝7

G。30あ9　　　　0，1116
0，3L）6i）　　　　o、113，b，

O．3328　　　　0．112S
O，33】，1　　　　｛｝．1150

0，30U5　　　　0，1113

0。3333　　　　0．】115

0．3189　　　　　0．U35

0．3277　　　　　0．1142

0．283　　　　　0，0928

0．308　　　　　0．0966

0．285　　　　　0，0931
0．275　　　　　　　0．0917

0．301　　　　　0，09tKl

O，30〔，　　　　　　0，0974

0．306　　　　　〔，．10ξ～2

0．26S　　　　　O．1043

0。27S　　　　　O，1082
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溝光♀

轟
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4
5
6
7
8
9

10．68

10．26
9．72

9，45
7．56

7．73

7．51

6，34

5，64

0．72

0．72

0．70

0．6S
O．66

0．70

0．6S

O．64
0，56

57S
553
550
529
585
513
495
519
447

3，51

3．86
3．66
3。67

3．45
3．86

3。74
3．64

3．20

0．3362　　　　　0．0958

0，3647　　　　　0．0945

0．3363　　　　　0．0919

0，3346　　　　　0。0912

0．3463　　　　　0．1004

0。3766　　　　　0，0976

0．3621　　　　　0。0968

0．3639　　　　　0，1000

0．3285　　　　　　0。1027

備考　順位とは容螢の大なる順位の晦なlj。容積は繭幅×繭1隔×繭長を以て示せり。煮繭繰綜の條件

　　　は各脆毎に一一定なりQ同一鍛験の反覆圓数は4～6回EIJ　20粒〔ド30粒であるo

　上表に見る如く先づ本材料については繭容籏及び繭重の各々と繰緻張力との聞には何等規則

正しい傾向を見出し得ない事．容積と繭重との1田には極めて規則正ひハ蘭係が仔在する事、容

積及び繭重と繊度との間には一飽の傾向が見られない事である。之等は吾人が繭亜（或は容積）

と繭綜繊度との聞にはかなり大なる正の相粥關係ありとする常識と矛盾してゐるやうであるが

此の場含には差支ないと思ふ。（之れ等の吟味は此の報告の重要部でないから省略ずる）

　而して實瞼の結果は繭容隣及び爾璽は全然繰側長力に關係ない事を示し問題は簡翠になつた

のである。然しながら繊度と張力との賜に大なる闊係があり（この事は後に述べる）この爲に

繭容綾及び荊重と繰綜張力との關係が現はれないものとすれば、劃1d∋nbrめ張力と繭重及

び1繭容磯との開係を見ねばならないのであるが、而も此の結果に於ても繭律鎖及び1嘉［li重と繰綜

張力との間には全然一定の傾向を見川し得ない。

　只だ極端に容｛壷の小なるもの（同痔に繭重締慶繊変共に小）は張力（封1　de　nier）梢大なる

傾向あるのであるが、これは容償及び繭重が直拶i爾係あるのではなく煮熟程度に關係する結果

と考へられる。21J小形繭は大形諾剛こ比べて煮黙陛度は邊れる傾向がある様である。

2，繭形と繰懸張力との關漂

　繭形が繰綜張力に影響ありや否やを知る爲に繭形の比較的丸いものから次第に長形のものに

至る間を数階級に分けて張力を測定したのである。第2表は共の結果を示す。

第2表　　繭形と繰縣張力

，　　一一一．．．mh　、内　容　繊　度　　　・F一均
項　　日 1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　　　’泪一…円岬t”…一一一　1　1t』一｝…一’T1『

＿…繭長繭郷塑」＿一．。．＿－10黛1ll」一一一29転，1．一．§90．1　彗00」　　500－L＿豊09

NQ．1　　　　　1．41
　　2　　　　　1．47
　　3　　　　　1．50
　　4　　　　　1．53
　　5　　　　　ユ．56
　　6　　　　　1．59
　　7　　　　　1．65

　2iS．　　　　均

＼＿　　　顎　回
　　　　－へH－．・・．x

　繭踊幅の比＼＼＼

　　No．1　　　　　　1，41

　　　　2　　　　　1．47
　　　　3　　　　　1．50
　　　　4　　　　　ヱ，53
’　　　　5　　　　　1，56
　　　　6　　　　　1。r｝｛｝

　　　　7　　　　　コ．．65

　　　革　　　　　均

雑　2．80　　　2．71

2．97　　1　　　2。9δ

2，98　　1　　　2．85

3，08　　　　　　3，00

3。09　　　　　2，9δ

2．9δ　　　　　2，7ii・

2，96　　　　　　2．98

2．98　　　　　　皇，88

2，26

2．42

2．41

2．57

2．46

2．57

2．60

2．47

1．91

2，02

1，98

2．09
ユ，99

2，13

2．22

2，05

1，0「g

1．61

1．79

1．69

1．49

1．66

1．91

1．68

1．62　　　　　　2．29

1．63　　　　　2．42

1，44　　　　　2．41

1．62　　　　　　2．48

1．48　　　　　　2．40

1．45　　　　　2．42

1，64　　　　　2．46

1．55

　　　　　　内　　　　欝　　　　張　　　　力　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2ド　　均
＿璽廻」＿里＿L匙一L一廻止＿L二璽コ＿製L
　0．362
　0．33S
　O．368
　0，353
μ　　0，362
！1　0．：・1・t（s

l　O．35S
　O．355
i

0．373

0．367
0，378

0，361

0，349
0．：；66

｛｝，383

0．368

o．310

0．298
0，IP，oo

⑪，287

0．312
0，311

0．316

O．2gr）lo．雛5

　O．263
　0．260
　0．250
1　0．243

　0．L）69

　0．276
　0．2i）8

0，20S　　　　O．20【）

0，235・　　　0．255

0．243　　　　　0．220

0．22tt｝　1　く），205

0，218　1　　0．L）Oi）
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　t
l：鼎il：li；劉　1：lll

O．22呂　　　　O．k）21

｛　0，29S’

　O，297
　0、309
　0，289

　02S9

1
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＼　　 項目・　　　　針　　ユd．　張　　力
蔽繭幅の｝r＼＼1－一⑪。［・1・L2001300　L　4～犯．＿L鰹LL－．勲一＿

＼　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

“・ 戟@l：1釧8：潔
3　　　　1．50　i「0．1235

1　鰯ll§霧1
7　　　　　　　　1．65　　　　　　0．1209

L’FS

@　均　10・1195

0．1396
0．1244

0．1326
0．1203
0．1183
0，1336
0，1285
0，1282

0．1396
0．1244
0．1326
0，1203
0，1183
0．1336
0．1285
0，1282

0，12S2
0，1301
0，1313
0，1196

0，1221
0，1263

0，M43
0，1260

0．130S　　　　O．1234

0．ユ459　　　　0，1564

0．ユ35S　　　　O，1527

’0．ユ331　　　　0．1265

0．1463　　　　0．1385

0．ユ379　　　　0。1586

0，ユ262　　　0．1421

0，1366　　　　0．1L426

耶　　均

0．1318
0，1325
0．1347
0，1224
0．1268

0．1345
0．1284

備考供試繭支105號　繭長繭幅の比は小なるもの程球形に近く火なるもの程細長き形となるo

　表に見る如く繭形も亦前述の繭容螢及び繭重の如く、繰綜張力との湖に何等一定の傾向を示

さない。3く封1denierの張力より見るも同様一定の傾向を示して居ない。

　繰綜張力は繰継中繭の運動量の鍵化に從ふぺきものであるから繭の形1伏の如きは蓮動量に憂

化を興へ繰綜張力に多少の憂化があるべき筈である。然るにヒ述の如く一定の傾向を見出し得

ないのは共の測定方法が比較的高速度繰綜の場含であつて然も亭均繰綜張力を主として見て居

るから現はれて來なVbものと解せられる。

　　　　　　　　　　　　　3．繭練繊度と繰練張力との關1系

　此の問題は本報の主眼とする所である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　翼瞼a．

　前述の如くSlricinの性状の異るものに就いては實瞼を行ひ得ない爲、1｝71種、飼育，上籏そ

の他の條件を出來る丈同じくせる数種の繭をas　b、その各々につき多数實瞼を行ぴその結果を

槻察したのである。

　前摘の第1表に於ける繊度と張力とのほ5には明に一定の傾向が認められるが此の關係を一暦

明瞭ならしめるために張力と繊度との比を求めて見たのである。

　帥表の右端の行がそれでその歎字は各画毎に略一定の値を示してゐる事を獲見する。換言す

れば繊慶と張力との聞には略直線的の閾係ある事を示すものであり、張力が略繊度に比例する

事を示すものである。

　以上は繭の卒均繊慶と繰綜張力との胴係である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　賓験b．

　實験aは繊度と繰綜張力との聞係を挙均繊度から見たのであるが、挺に繭暦の内外に依て繊

度の異なる舗よりして繊度と張力との關係を見たのである。但し繭は内外贋に依餌｛絵状を異に

するから正確に繊度と張力との關係にはならないが大休の傾向を知る事は出來やうと思ふ。

　自ll第2表に於ける100回敏の拳均繊慶と之に鷹する100回醸のZi二均擬力との關係を見たので

ある。第一圃は共の關係を示すものにして、上から張力の分矯油線、繊度の分布曲線及び劃1

d3nierの張力の分布曲線である。

　圖に見る如く爾曲線は頗る相似の形状をなし一見して繊変と眼力との間には轡接なる關係の

ある事が知れるのである。封1denierの張力が内暦に於て粕大であるのは内厩S3ricinが外

暦Sericinに比べて溶解度が小であるためと、煮繭の際に於ける熟作用が外肺ζ比べて緩であ

るからと滑へられるQ
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第　　四　　圃　　　供試繭　欧17號

　［1］　d．

0．4　4．0

0，3　3．0

0．2　2．0

0．1g．ムOd，

　　，’
@，’
m’

齢　一　一　圃　画　一　齢

鼈鼈鼈鼈鼈

㌔隔㌔㌔噂
?@　、　　、

、　軸　鴨 幅一

早Q
，　” 、 、、、一「ご：

駈、o㌧
@　　へ、 、、＝一、＿＿　　喝　　剛　　唖　簡 7≧ζ＼ T1

�P

T2
er　θ

TI｝仰

凝

1

ノ00回　　　200　　　300　　　　400　　　500　　　600　　　　700　　　800

　一般にはこの2つの原因から内暦に於ける張力は實験の示す値より遙に大であるべき筈でめ

るが、然も内暦に於ける張力は殆んど織度に比例する程度に低いのは、著者の1人（林）が嚢に

獄綜科墨講演會で述べた内暦の膠着度が外贋のそれより小であるといふ事から読明する事が出

來るのである。

　第二圖、第三圖及び第四圖は共に繭綜繊慶と繰綜張力との關係を知らんとして實験せる結果

の第3、第4及び第6表から第二圖と同様の關係を圖示したものである。外謄内脚こ於ける張力

の分布は繊度の分布に比例したもの程解紆良好の様である。

　第一圃乃至第四圃に於ける封1denierの張力の分布曲線1ま普通の繭を普髄の煮繭方法で略

適當と思はれる程度に煮繭し7eもの締吉果である。從つて普樋煮熱繭は謝1dmierの張加i臆

熱程度は内暦に於て遅れておるものと見る事が禺來るのである。此の黙を考慮して次の實験を

行つた。

　　　　　　　　　　　　第3表　繭重並に繭綜繊度と繰綜張力

＼＼＿s．　　　・項　月
　　　＼、．．＿

　　　繭　窺＼一～一＼一

No，1　　　　　0。72g・

　2　　　　0，72
　3　　　　0．70
　4　　　　0．68
　5　　　　0．66
　6　　　　0。70
　7　　　　0．6S
　8　　　　0，64
　9　　　　0．56
　準　　　　均

内　　　　緯　　　　繊　　　　度
L」9塁どヨー　1　　　200　　　1　　　300　　　1　　　9σOL＿＿＿一＿L＿：量qg＿＿」．＿＿蔓qQ－＿＿

3．91

4，14

3，74
3．S1

3。78

3．99

3．87
3．70

3．56

3．93

3．76

4，32

4．02

4．16

3．94
4．22

4．13
3．91．

3．71
桃．02

3．85
4．2S

4．03

3．99

3．8S
4．25

4．11

4．00

3．43

3．98

3．33

3，92

3．82
3，61

3．68

3，91

3．69

3．81

2．74
3。61

3．46

3．34

3。15

2．96

3．06

3．Ob

2，76

3。03

2．15

3．00

2．45

2．53

2，12

2．82
2．14

2．41

No．1　　’　0．729・

　2　　　　0．72
　3　　　　0．70
　4　　　　0．68
　5　　　　0。66
　6　　　　0，70
　7　　　　0．6S
　8　　　　0．64
　9　　　　0．5｛i
　　2P　　　　均

内　　　　容　　　　張　　　　力
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0．392
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0．402
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0．3S5
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0．340
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0．335
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O，325
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21ミ　均
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No，　1
　　　　2

　　　　3

　　　　4

　　　　5

kPt　　均
　　　　6

　　　　7

　　　　8

　　　　9

李　　　均

「、。。，，1轟樺認。撃場。辱嘗。。「、。。棒　均

0．08S7
0．0824
0、OS61
0，0S53
0．OS36
0．0822

0、OS55
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0．0879
0、0885
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0．08S3
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0．0949
0，1ユ38
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0．OS47
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0．09S2
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0．0977

0．1011
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O．0934
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0．ユ131
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0冒1043ア．
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　　　　　　　　第4表　　繭露並繭綜繊度と繰縣張力

NQ，1　　　0．S49・

　　　　2　　0．80

　　　　3　　0，7S

　　　　4　　0、76

　　　　5　　0．76

　　　　耶　　　均

　　　　6　　0．74

　　　　7　　0．74

　　　　S　　O．76

　　　　9　　0．68
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2．82
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2．S4
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3．00
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3．37

3．24

3．37

2，87

3．03

2．95

3．11

2．90

2．972

3．36

3．07

3，33

3，04

3．05

3，17

2，79

2．79

2．77

2．s9

2，75

2．79S

2．95

2．79
3，0δ

2．79

2．70

2．856

2，67

2．66

2．65

2．69
．2．68

2．670

2．62

2．53

2．90

2．47

2．43

2。59

2．41

2，47

2，51

2．52

2．57

2．496

2．29

2．30

2．70

2．19

2，37

2．32

2。40

2．30

2．35

2，30

2．334

雫　拘

2．75
2，815畠

2．780

2，900
2．747

3．025

2．S46

3，141
2，904

2．913

＼　　項　口1
　　　　　繭途＼i

No．　1　　　　　0．849量

　　　　2　　0，SO

　　　3　　0．78
　　　4　　0．76
　　　　5　　0．76

　　　2ド　　　均

　　　　6　　0．74

　　　　7　　0．74

　　　　8　　0．76

　　　　9　　0。6S

　　　10　　0．6S

　　　　z卜　　　均

内　　　　容　　　　張　　　　力
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0．328

0．333

0．332

0，353

0．296

0．32S4

0．3ろS

O，310

0．330

0．314

0．335

0．329

0．385

0．393

0．368

0．3S7

0．342

0．3759

0，390

0，395
⑪．378

0．398

0，393

0．391

0，360

0．378

0．342

0，363

0、362
0．3610

0，363

0．378
0．艶3
0，382

0．377

0．351

　　　　　t

O，33S

O，347

0，317
0，340

0，327
0，3338

0．340

0．340
0．320

0．33S
O，3δ3

0，33S

0，303
0．322
0．30ア

0．327
0．300

0．3118

0．330

10．308
　　0．313

　　0．313

　　0．332

　　0．319

　　0．2S8

　　0．305

　　0．295

　　0、305

　　0．2S5

・0．2956

0．30S

O．288

0，300

0，283

0，298

0，295

0，280
0，287

0，277
0．393
0，275
0，2824

0．2is3
0、．L）・55

0，2S5

0。265

0，272

0，270

0．275

0，25S

O．270
0．257

0，2660

雫　均

0．3190
0，3300
0，3120
0．3297
0，3065

0，3387

0，3248
0，3112
0，3275
0．3480

＼　　　　項　日
　　　　　＼
　　　　　　　　　＼、
＿、．．　讃『．．．．駿＿．．．＿＿｝こ謡、，

　　　　　　　　　No，　1

　　　　　　　　　　　　　　2

　　　　　　　　　　　　　　3

　　　　　　　　　　　　　　4

　　　　　　　　　　　　　　5

　　　　　　　　　　ンド　　　均

　　　　　　　　　　　　　　6

　　　　　　　　　　　　　　7

　　　　　　　　　　　　　　8

　　　　　　　　　　　　　　9

’　　　　　　　　10
　　　　　　　　　　亭　　　均
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0．1163

0．1162

0，1169
0，1197
0，1090
0，1156

0，1205

0．1131

0．1096
0，ユ090

0．1201

0，1145

0。1226
0．12砒
0．1ユ79

0：1187
0．11L）9

0．11946

0．1157
0．1246

0．1074

0．1U1
0，1201

0．115S

0．1200

0．1192
0．11（｝3

0．1120
Q．1172

0．11574

0，1026
0．1139
0，1014
0，1134
0．1164
0，1096

0，117S
O．1145

0．1075
0．1093
0．112S
O．11239

0．1210
0．1工07

0．0961

0．1U2
0．ユ157

0，1．109

0．1086　　0．1079

0，11う4　　0．1147

0，1170　　0．1175

0，1131　　0．ユ134

0．1091　　0。工063

0．11264　0．11196

0．1162
0，ヱ16紹

0，1112
．．0。1163

0，1070
0，1ユ33S

｛、，1236

0，1109
0，10δ6

0．1210

0．1ユ64　1

0．1146
0。1116
0．114S
O．1117．

21・c．均

O．1119
0．1104

0，1026

0，1122

0．1230
0．1120

0，1176

0．1138
0．ユ034

0．1348
0．ユ226

0．11S4 0．1153

0．11382　0．1144

0．1138
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　出來る丈種々の條件を同じにした繭を同一條件の下に於て張力を渕定し、剛寺に同じ紳につ

き100回毎に繊度を調査したのである。斯くする時は個々の繭の張力は、繭の詞じ位置のSericin

の性状及び煮繭作用等同じである爲、繭綜繊慶のみに依つて影響されその他の條件は総て同じ

と考へる事が出來る。從つてその結果から虞に近い繊慶と張力との關係を知り得るのである。

第2．第3、及び第4表は斯くて得たる結果である。

　次に實駿毎に第1次100回から第2次、第3次と順次に繭暦の岡位置に於ける個々の場合の

繊度とそれに封慮する張力とのグラフを譜き如何なる關係あるかをみる事にした。

　　　　　　　　　　　第5塾…　　繊慶並繊度の耶方根と繰縣張力

1、…＿種別
　　　＼項目＼
　贈襯診＼＿
No，1
　　2
　　3
　　4
　　5
　　6
　　7
　　8

滞光　支105號
繊劇噸画張加齢レ翻張力・
3．91

4．14
3．74

3．81

3．78

3。99

3．87

3．56

11．97710．3473，2tt）
2，034
1，933

1．951
1．944

1．997
1．967

1．886

0．341　　　3．33
0．322　　　　3．04

0，325　　　　3．11

Q．316　　　　3．00

0．341　　　3．02
0．332　　　　2．89

0．313　　　　2．79

1．802

1．824

1．743

1．763

1．732ユ

1．737

1．70J

1．670

0，354

0．352
0．339
0．349
0．3壬7

歓　17　號
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　第5表及び第五圓は各品種の第1次100回の各々の繊慶とこれに劃慮する張力との關係を示

したものである。圏の如く大休に於て爾者のll・｝：j　tcは直線的關係があるのであるが繊度の範幽が

僅である爲、帥圏上の職が極めて接近したもの許りで極端のものがない爲、はつきり直線か否

かを知る事の困難なる憾がある。此虞に於て各竹の張力の封1denierの張力を計算したので

ある。この場合この張力が完全に一定な値を示せぱ繭者は完企に比例する事になり、もしその

偏差が小であれば大休に於て上ヒ例すると見倣し得る。而してその結果は各表に見る如く各行毎

に略一定の値を示しており實月1的には比例すると見て髪支なしと詔められる。

　以上の如く繭將繊度と職1糾張力とは大休に於て比例する事を知つたのであるが、この爾者の

關係は結周溜縷が繭暦に在て膠着して7pる時の膠着面積の大小と繰1朋長力との關係に蹄して考

へる事がli£來る。從つてこの膠着面積に開係する協のとして融赫繊度（繭綜拙蜥面積）の外に

繭懸繊度のヱF方根（繭縣の直樫）が考へられるのである。

　こSに於て前述の繭暦の同位置に於けと繊度と張力との蘭係を訓査したのと同様、繭贋の同

位置に於ける繊度の畢方根と張力との醐係を槻たのである。第六圏は第1i次100回に方寄ける

γ『と張力との關係を岡示したものであるo　　　’

　圏1、前同様略直線となるのであるが繊度と繊度の挙方根の何れがより以．1二張力に比例するか

を次の如く計算に依つて比較する事とした。

臥第6表に鮒る如く9ル♂を計蹴之と。．／d．　tcつ獣略奇鱗・術糊Mを勅

i爽に夫々各行の標準偏差aを求めたのである。更に各行の攣異係数Vを求め、此のVの

値を夫々横に合計しその算衛牛均を求め、興の大小を比較したのであるQその結：果は第6表に

示す如くである。

第　6表　　繭赫繊度並繭綜繊度の耶方根と繰綜張力

＼＼．　　項　目
　　　　　　　　　　　　　　　　　　内　客　繊　度　　，　物搬
＿＿鵬…露＿＿二こ瀧誌こ㍊＿．109鳳．一．L＿．3qg＿」　塾qq＿」．、49蔓rr　l型9＿＿L．勲9＿＿＿．．一一＿＿＿

　　　　　　9・No。1　　　0．52
　　2　　　0，50
　　3　　　0，46
　　4　　　0．46
　　5　　　0．44
　　軍　　　均

　（1．

3．21

3．00

333
3。04

3．U
3．14

　　d‘
　3，17
．2．99
　3．33
　2．97
　3．19
　3，13

　d・
2，95

2．65

2．98

2．84

2．72
2．s，3

　d。
2，64

2．16

2．52

2，43

2．25

2．40

　d．
1．87

1．74
1．99

1．S7

1．87

1，87

　d，　　　　　　d．
1。57　　　　2．575

1．39　　　　2．321

ユ．75　　　　2．650

1．61　　　　　2．460

1，48　　　　2．437

1。56

二壷蓋塁∴』璽二遡皇占孟－塾二ゐ9．L⊥翌鋤
　　　　　　聾。No．　1　　　0，52

　　2　　　0．50
　　3　　　0．40
　　4　　　0．45
　　5　　　0，44
　　拳　　　均

　　9・
O，354
0，347

0，352
0，339

0，349

0．34S

　　9。
0．3S3

0，3S1

0．386

0．374
0．398

0．384

　　9・　　　　　　　9・
0，332　　　　　0，298

0．呂10　　　0，254

0，330　　　　0，295

0．31S　　　　　O．273

0．326　　　　　0．261

°・323 P°・276

　　9・
O．248

0．222
0．249

0．235

0．225

0．236

　　9・
O．235

0．195

0．225

0．220

0．215

0．218

＼＼如 P． @繭暦別・…d．張力t．一一＿」L魏二1＼「：19Pm］「澗．」」001400150「－r…諏0［三

　　　No．　　1　　　　　　　　　0．10S9

　　　　　　2　　　　　　　　　0，U57

　　　　　　1　　18：磁
の　　　　　　　　　宝1τ　　　　　　　　「　　8：llぎ葦

　　　聡．蓋、…ll：913，

習・　　　　　　　9．

0．1208

0．1274

0．U59
0，工259

0．1248

0，1230

0，00464

3．77

　　9・
0．1125

0，1170
0．1107
0．1120

0．1200
0．1144
0．00391

3．42

　　9。
0．ユ129

0．1176
0，117ユ

0．1123
0．1160

0，1152
0．00243

2．11

　　9・
0．1326

0．1276
0．1251
0，1257
0．1203
0．1263

0、00445

3，52

　　質・
0，1497
0，1403
0．12S6
0．1460
0．1453
0．1420
0．OO81tJ

5．77

　　fi－
O，30S3

0，2S50
0．3061
0，2931

0．2957

軍　　均

3．654％
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＼＼－t　　項　1≡1
　　　　ーN－s　
一＿．．一番一．一號．ここ、

No．　1，

　　　§

　　　＃

　　　監

　　Ct　6
V％　＝＝一磨@一一　×　100

繭暦別封ゾd7張力
：＝litl｛iigl．．．9．an－。－L200＿⊥融蔓，」＿話92＿L、．』9隻」－600．

　　9・
0，1964
0．2003
0．1930
0．1945
0．ユ980

0．ユ964

0．002S7

1．46

　　9・
O．21S7
0．2204
0，2116
0，2188
0222S
O．2185
0．0041S

1。91

　　9。
0．1934
0．1905
0．1912
0．1887
0．1977
0，工923

0．00345

1，79．　4

　　9・
0，1S3磁

0，1729
0，IS59
0．1752
0．1740

0．17S3
0．00594

3．33

　　At・
0．18ユ4

0．1683
0。1766
0。17ユ9

0．1646

0ほ726
0．00664

3．85

　　9・
0．コ877

0」655
0．1702
0．1736
0、176S
O．1747
0．00836

4．79
t

2F　　均

備考　供試繭支105號　　　　　　　　＿＿

　　・は榔・・講す吐／饗一

2・855％

BF・帥吻つては・その螺儲の判～均は3・654％であり・・ノプτにあつては2・855％

であり、その繋0．799％である。帥、本計算に於ては、繰縣張力は繊慶よりも一層繊度の挙方

根帥繭綜の直裡に比例する結果を示したのである。然しながら爾者共そのVの値は極めて小

であり叉その差も極めて僅であるから、實用的には、繰綜張力は繭縣繊度に比例すると言つて

も差支へないと考へるのである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　實験c．

　　　　　　　　　　　　繭縣横断面の形欣と繰編長力との關係

　繊度同一一・なるも桜顛面の形歌を異にする場合はその膠蒲面積を異にし、從つて張力に相違を

來す事は想像にかたくない事である。Ulj、　g．／dを以て張力の分布を示した場合も、繭謄の位遣

に依る繭綜の形歌の相違により、その偏挙なる程大なる張力を示すものと湾へられるのである。

此の關係を知らんとして各品種に於ける繭縣の形歌を、外暦より100回目苺に測定し次の結果
を得たのである。

第7表　　繭暦の位置による繭慈の形状

xg｛日
種別＼

支105號

金7　叢

厭17號

清　　光

測建部の
繭暦の位趾

最外暦の部
100同目
200
300
400
500

最外暦の部
1001醐
200
300
400
500

　最外層の部
　100回目

　200
　300
　400
1500

最外暦の部
1QOIrl10

200
300
400

繊　　　　度
　　　　d．

3．33

3。99
3．78

3．66

3．07

2。10

2．18

2．S3

2．99

2．98

3．31

1，78

2．93

2。85

2，74
2．35

2．32

2。28

，3。30

3．22
2．50

1．6S

1．34

侵　　　　そ璽　　短　　　　裡　　　　　工ヒ

　　　　【」’　　　　　　　　IJ・

31．17

33．21
31．75

31．17
31。75

27．31

32．29
33．40

33．03

31．97

31．25

30．00

34．O，L

33．40

31．46

31。32

30．96

27．34

34、10

34．66

33．43

32。68

29．97

ユ6．30

ユ6．59

12、87
13．73

14．87
9．5S

ユ1．46

ユ1．r｝o

ユ0．37

ユ0。08

9。32

8．51

ユ1．44

11．82
ユ1．82

11．OS
ユ0．97

9．62

ユ3．12
コ2．（｝S

ユ2．駈5

1L56
8．20

1。912
2．002

2．467

2．270

2．135

2．851

2．818

2，904

3．OS9
3．172

3．353

3．5％

2．976

2，826

2．662
儲．s27

2．’s22

2，S42

2，599

2，733
鵬．664

2．826

3，654
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　t21j　，衷に見る如く内暦は外謄に比べて長復と短裡との比が大で偏李である纂を示してゐる。

併しながらその程度は勿論品種により繭により異つておるのである。この内外爾暦に於ける形

糊異の綴揃繍一瀦二・策及聯關1の醜を以て示し醸力チ｝繍雛を封照
する時共の闇に一定の傾向を認め手尋るのである。

　豊P、内暦に於いて偏李となる程度の大なるもの程、内贋張力の高いのを見るのである。

　斯くの如く繭継の形欣は比較的小ではあるが張力に影響あるものである。以上各項に於て知

り得たる如く繰綜張力はその繭紐繊度に比例するものである。而して此の一般傾向を動遙させ

るものはSericinの量及び質、繭懸の形1庶煮繭に於ける熟作用等の盤異である。、

∬1　繰綜張力恒定原理の再吟味

　襲に第3回獄綜科墨講演會に於V・て繰縣張力恒定の源理につき蓮べたのであるが其の際に於

ける張力の軍位は、繭1粒についてであつた。併しながら繭に依り繭嵜孫繊度はかなり囲きのあ

るものであり、繭懸繊慶が異ればその蘭llに最も釘適な繰綜張力の異るのは前蓮繭綜繊度と繰綜

張力との關係か醐である・、從つて㈱欄勘を示すe・・nlひて來た・擁は醐蘇依つて

蝿性あるものである・原料1磁っ曖らざる9ノ・1・を探囎1報加瀧を行繍下の如き

實験を行つだのであるo

1．試　　供　　繭

　供試繭は出來る丈多種のものを探る必要がある。帥、品種の異つたもの、解野の良いもの悪

いもの或は繭縣繊度を異にするもの等を探る必要があるので、前記r．（實1瞼方法）の1（供試繭）

のc．の項に示した9種類を使用し疫。

　　　　　　　　　　　　　　　2．蜜験方強

　先づ9種類の繭につき基礎調査を行つたのであるoこの基礎調査は競縣濃慶180°F繰綜速

度180m・！m・6粒定粒、2緒にて繰継しv各種の繭につき、繭綜長、落緒回轍、解好懸長、繭

綜量及び繭綜繊度の5項目につき調査したのである。此の場含に於ける煮繭時聞は各種の繭に

つき夫々遮煮を選んだのである。共の結果を示せば第8表の如くである。

第8表　　原　料　翻　i査

＼、_　　　項目

種別　　　．　　＼＼．

　欧　ユ8×丈106

　日110×丈105秋〔

　1…1110×支106
　上田市揚人號
　岡　　　　1號

l

l繭　縣　侵I

I　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　　セ　　
　　　lll：誤

l　lll：釜

　　　78LO5

　　　725，91
　　　717，70
　　　62感，32
　　　650．2S

　　　　　　「
落緒回数　　　繭　　綜　　最

　阿0，28S
O，ユS7

0．293
⑪．459

0．374

0，1U
O．328

0．101

0．456

　9・O．270
0，221
0，241
0．240

0．229

0，219

0、205
0．ユ64

0，ユ66

繭縣繊度

　d。
3．11

2．75

2．8S

3．00
2．87

2．90

2，78

2．76

2，69

解静縣長

　コじロロ

652，63
686．8S

653，24
554，62
571．59

654，e2

541．06
567，ユ3

446，93

次略種の1　肋繍搬醐1・（1・と備雛鍍に關備し〃醐鍵粒6徽て瀦醐10値】／分

の計算にて繰綜速度を決定し、この條件の下に煮繭時「践1を種々鎚へ，その各ltの場合の繰綜試
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験を行ひ同時に、繰縣試験に供する煮繭の中より25粒を探り5粒つつ4回或は5回張力を測

定しその早均を求めたのである。此の場合繰縣湘度は各囁共180°Fで行つた。

　　繰縣試験及び張力洲定の結果を示せぱ次の如．くである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第9表

謎」

支106
　　×

1歌17

支105
　　×

1歌17

支105
　　×

交15

支98
　　×

1歌7

上田市

場…瀞黄

秋

寅105
　　×

日110

　秋

支106
　　×

口110

　秋，

」，田市

場A

秋

上田市

揚B

4分
　6

　8

10

12

　1

　3

　6

9

11

　2

　4

6

　8

10

　2

　4

6

　8

10

　2

4
　6

8

10

　　2

　　4
’　6

　　8

　　10

　2

4
6

　8

10

　2

4
6

　8

10

　2

4
10

13
16

繰綜張力試瞼　　　　繰縣試瞼
lt

生綜品種

盆馴劉糊叢撚1纏1蟻遷鱒詔雛議縣馨1灘越度徽
1§：覇§1霧

｝〇二387tO．3789

0・3815 mO・3590

0。60220，5303
0，51970．4924
0．43930，4246
0。38960．3673

　　　　9・　　　　9。
0．4672　）．5260

0．41250。450S
O。37300．4094
0．34i80，3691
1・…74P・3・5・3・・81

　　　　　　　　　　　0：366・ro．4099

　　　　　　　　　　　0，309003．553
1・．・1911・・…3、　　　　　　　　　　　・．・・61i・・3476

8・瑠慧｛8：霧§

　　　　　1
8：量茸婁茸！8：瑳雫：｝鍔

0，39600．31146
　　　　　1

0．37480．344S
　　　　　l
O．35220，3337
　　　　　1

0．523S
O．4451
0，4018

0．3720
0．3282

0．5057
0．4414
0．392t

O．3589
0．3305

0，4436
0．3866
0．3586

0，3250
0，3097

・．・9i・．ユ幽

1選1§i｝慧

2．99

3．00
2．89

2．83

O．1155

2．870，ユ211

1・．・7481

10．1593

1g．1418

0，i255
1

0．4SS9
0．41LS3

0．3763

0，3481

0．3318

0．444ユ

0，4118

0．3542

0．3290　　　　　1

0．3029

O．499410．472εio．3914

0．4工930．405EO．3520
0．3782，g．3soel

O細io・3626
0・3230」0・33S9

3．250．155ε

3．090．ユ353
量：器1：1量ll

　　　　
2．790．ユ189
　　　1

0．4912　　3．ユ70，1549

0．4327　　3．ユ80．1361

0，3826　3．i80．1［203

0．3533　3．ユユ0．コユ36

」°・32°巨．．遡？・ユ゜15

　　　　　1
8：髪碁婁書18：珪乙暑8

0．40730．3SO9
　　　　　　
0．350810．3369
　　　　　1

0．3297iO．3240

0．3463

0，33i8

0．3073

0。4545
0，3923

0．3682
0，3476
　　　　　1

・・323・i…。ト。…77

2。9ケ

2．95

3，05
3．04

0，ユ530

8：翻

トo・if43

0，4675
0．4345
0．3802

0．3260
0，3116

O．4267

10．3773

0．352S
O．30S4

0，44410，4SO8
0．40050．4144
0。36120．3S31
0・33S8io・3407

　　　　　0、32460．3207
t

§叢講1

0．．E6061

0．33S6i

9：藍8室8i8：§量蓉憲i8：書8早言

0．34L830，32300，350　　　　　　　　　　　　　　　5
・．32・41・．・・E、？1・．・・87

19二『『壬7R二1塾餐『P．二翌『『0

　　　　　1

0．40460．37040．400コ
　　　　　1

9：嘉9519：1鵤ll：§象鷺

　　　　　1
0．3203　　　　　0，30S9　　　　　　　　　　　0．3ユ26
　　　　　i　　　l

0．562slO．4765

0．495510．4535
α39質［・・338・

0．3650ρ．3247
0．3487旨O。3149
　　　　　；

0．5筋S
O，4907
0．3768

0，3498

0．3340

3．090．：正556

§：8舞8：≡｝莞窓互

3．09b．1嘱02

3．0410．ユ067

　　　ト

　　　　1　’「’．．1TF

2．95

2．89

2．S9

2，96

2．86

1

Tl1謄h1】．

219

230

1器誓、亀、4発§珪：驚

匿§：与　彗碧：§彗窪：甚

三ヨ2．5　　1ユ48．5　　31．8
　　　　　　　1

219

186

57，5

30，9

23．4

22．8

26。3

諭：1

11！51．5

7153・0

9154・o

30．0

30。3

20．9

20．0

19，41

953，，5

ユ24・9，0

4147，0

10、　　48．5
ユ1i46．0

　　1

34．4

33．1

31．8

32．5

30．4

35，2

34．8

33．3

32．6

3L6

50．9　　1058．5　　36。4

42．8　　　155，5　　34．5

37．1　　　253．0　　33．6

2S．1　　　349．5　　30．2

20・91755・031・1

19羨44．4

11：1

　　　20，4

　　　ユ6．9

2．9410．コ36ユ

，1a．9。．伽

2．9Sb。1ユ66

2．92ト0．1071
　　　ト

　2

　4

ユ0

3
　1

646．O
　l

50，5

48，5
54．5

46．0

　　　9。

116，0
ユ04。7

111．6

115．2

110。2

116．4
99．0

95，2

94．5

86．8

95．6

102．9

to2．6

97．6

99．6

　　無　　　舗
82，5　　42．8

Sユ．0　　35．4

79，5　　3t5．6

82．5　　23．6

80，5　　　1590
　　　1

89．5

89，5

83，5

89，0

9，　O．5

　　39．0

　　26，2

　　16．8

　　18．8

　　21，8
i

　　SO．5

器：l

l器：l
j

98．2
98．ユ

tOO．0

96．2

89，2

38、2

34，7

34，7

35，3

35．1

　　86

　　81

84．5

Sユ、0

84．5

99，4
94．0

83，8

102．9

ユ00，1

　　　　　　2穫：／熱難l

　　　　　　　　　　　　　　　　　i

8：1蓉§1ヨ畷露図露；1層tt．1鋸

0、牡72　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　35．0　　　　　　　　　　　　　　　　615i．0　　　　　　　　　29．0
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　　　　　　　　　　　　　　　　　3．費験結　畢

　表に於て各置毎に繰綜放績及び生懸温位の上から綜育的に何分置が最も優れてゐるかを見る

に、各項同のWeightが分らぬ故絶樹的に何分匠と）・ふ事は田來ないが、大休に於て衆口の見

る所太字を以つて示してある煮繭時間に一致する事志思ふ。而して共の行の繰綜張力を見るな

らば、各硬共略接近した値を示しておるのである。今各甑の適煮時闇とその張力を抜書きすれ

ば次の如くである。

　　　品種品　　適嶽・鍋　　繰綴力　本繊に於ては緬敏最瀧る煮繭
　　　欧18×丈ユ06　　　　10分　　　0，1135g．　時闇に栂する繰綜張力は略接近した値を
豚簸8羅　 1　8：壬1霧
　　謄謝　　l　l欄　奮湘欝£撒錨窟錨蒙
　　　口110×童105　　　　　S　　　　O．1102　　であるといふ結果になつたのである。

秋羅響，9§…　　標釜騰駆鱗驚甑
　　　zF’均　　　　　゜・12°9・　るのである。」、言己蹴に於て最も舗良

好のものは日110×支105であり、最も不良なものは上田市場Bであつた。而してその張力は

前者が最小にして後者が最大である。

　帥、解釘良好なるものは一般に0ユ20g．の標準張力よりも禰低臼をとり、解冊不良なるもの

は、i稻高国の方が良いやうであるo

　叉低濫低速度繰綜の場合は高湘高速度繰綜の場合よりも掬高目を探る傾向がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　論

　繰綜張力の要因として考へられる繭の形質並に繰縣方法につき實験せる所を縛括し結論すれ

ば次の3項となる。

　1．著者の行ふ普通繰綜歌態に於ける李均繰赫張力の測定に於ては繭電、繭形、繭の容積等は

繰縣張力に影響なしと認む。

　2．繭綜繊度は絨縣張力に極めて樒接なる關係を麿し關綜繊度の平方根は一暦比｛ダtiする結果を

得たが實月J的には織慶が比例するものと見て差支ない。此の一般傾向に動播を與へるものは膠

着慶に關係するS3ricinの量及び質、繭縣断面の形歌、並に煮繭繰孫に於ける熱作用の差異で

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　3・著者は嘗て繰縣張力は経潴的繰縣法に於て恒定なる事を實瞼し標準張力を繭1粒に就て言

ひ表はしたが其の場合にもSttへる如く封1粒9．は原料繭に働異なるを以て第2項の繍は

凝論讐需狸驚鋤聲瓢鋸紫搬鷺隣，繍貌欝撫線巌鐙
にして纏漕的繰綜法に於て．tl・：むを得なV・動揺と考へる。然もその程度は0，02　g．／d．を越えない

程度のものであるo

　　　　　　　　　　　　　　　　（於　上田蹴縣專門離校）

　　　　　　　　　　　　　　　（受理　昭和10牢7月31日）


